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脚
折
雨
乞
は
、
国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
、

市
指
定
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
江
戸
時
代

か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
伝
統
行
事
で
す
が
、
昭

和
39
年
を
最
後
に
一
度
途
切
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
、
行
事
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
地
域

の
絆
を
大
切
に
思
う
住
民
に
よ
っ
て
「
脚
折
雨

乞
行
事
保
存
会
」
が
組
織
さ
れ
、
昭
和
51
年
に

復
活
、
以
来
現
在
ま
で
大
切
に
保
存
継
承
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

脚
折
雨
乞
の
特
徴
は
、
長
さ
36
メ
ー
ト
ル
、

重
さ
３
ト
ン
も
あ
る
「
龍
蛇
」
を
作
っ
て
雨
乞

い
を
行
う
こ
と
で
す
。
龍
蛇
は
、
白し

ら

鬚ひ
げ

神
社
前

で
麦
わ
ら
と
孟も

う

宗そ
う

竹だ
け

、
荒
縄
に
よ
っ
て
作
ら
れ

ま
す
。
雨
乞
行
事
当
日
、
出
発
前
の
入
魂
の
儀

に
よ
り
「
龍
神
」
と
な
り
ま
す
。
こ
の
巨
大
な

龍
神
を
、
３
０
０
人
の
男
た
ち
が
雷
電
池
ま
で

の
約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
担
い
で
練
り
歩
き
ま

す
。
雷
電
池
に
到
着
す
る
と
、
龍
神
を
池
に
入

れ
て
、「
雨
降
れ
た
ん
じ
ゃ
く
、
こ
こ
に
懸
か

れ
黒
雲
」と
必
死
に
叫
び
雨
乞
い
を
行
い
ま
す
。

　

雨
乞
行
事
は
、
池
の
中
で
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

に
達
し
ま
す
。
最
後
は
龍
神
を
一
斉
に
解
体
。

頭
部
に
付
け
ら
れ
た
金
色
の
宝
珠
を
、
我
先
に

と
競
っ
て
奪
い
合
う
様
は
、
非
常
に
豪
快
で
見

る
者
も
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

脚
折
雨
乞
と

 

川
崎
平
右
衛
門

　

川
崎
平
右
衛
門
は
、
江
戸
幕
府
の
８
代
将
軍

吉
宗
が
行
っ
た
『
享
保
の
改
革
』
に
よ
る
新
田

開
発
に
従
事
し
た
代
官
で
、
鶴
ヶ
島
を
拠
点
と

し
て
荒
地
の
開
墾
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

高
倉
地
内
に
あ
る
史
跡
「
川
崎
平
右
衛
門
陣

屋
跡
」
の
石い

し

祠ぼ
こ
らは
、
高
倉
を
は
じ
め
脚
折
新
田

や
町
屋
新
田
な
ど
６
ヶ
村
の
農
民
た
ち
が
造
立

に
参
加
し
、
川
崎
平
右
衛
門
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
「
川
崎
大
明
神
」
と
し
て
祀ま

つ

っ
た

も
の
で
す
。
川
崎
平
右
衛
門
に
よ
る
新
田
開
発

が
、
脚
折
地
域
へ
も
及
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

脚
折
地
区
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
陸お

か

稲ぼ

（
畑
で

育
て
る
稲
）は
、
日
照
り
が
続
く
と
一
番
先
に

収
穫
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
作
物
で
あ
る
た

め
、
脚
折
雨
乞
に
は
、
農
家
の
切
実
な
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

つるがしまの教育つるがしまの教育

平成27年8月
龍蛇製作講習会で、工程を確認

川
かわ

崎
さき

平
へい

右
う

衛
え

門
もん

の肖像画

平成27年11月
龍蛇の胴体に使う麦の種まき

平成27年12月
龍蛇の骨格となる竹の切り出し

今
年
は
脚
折
雨
乞
の
年

も
う
準
備
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
！

 

問
合
先　

生
涯
学
習
課
文
化
財
担
当　
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